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このワークフローガイドは、BIM ワークフローおよびプロジェクト管理に関連する課題に対して推奨
されるソリューションを提供することを目的とし、そのノウハウをまとめた文書です。 
 
「測量点ガイド」では、Archicad 25 のネイティブの測量点に関する主要な設定や機能の概要を示しま
す。 
 
この文書は Archicad 24より古いバージョンについては言及しない点について注意して下さい。 
 
この文書は皆さんの作業の効率化を目的として作成されました。ご意見ご感想などございましたら
helpcenter@graphisoft.com までお知らせください。 
 

 
 
地域の販売代理店および製品の取り扱いについては、Graphisoft Japan のウェブサイト
https://graphisoft.com/jp/でご確認ください。 
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イントロダクション 
 
測量点は、プロジェクトの座標位置の変換時の問題を解決することに焦点を当て、サポートを行うこ
とを目的としたものです。この機能は、Archicad とその他の BIM オーサリングツールの間で正確、精
密に座標を変換することを可能にする、データドリブンの手法を生み出します。この機能は、
OpenBIM導入とワークフローへの Graphisoftの取り組みを強化します。 
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1. 測量点について 
 
測量点機能は、Archicad モデルに実世界の状況を提供します。この機能は、物理的世界において認知
されている地形上の点を示します。 
 
測量点を用いた作業の際には、以下の点を考慮して下さい。 
 
測量点はデフォルトでは非表示になっています。測量点は、以下に示した標準のツールバー内の赤枠
で囲んだアイコンをクリックすることで表示が可能です。 
 

 
測量点アイコンをオンにすると、デフォルトで測量点は以下のように表示されます： 

 
測量点の表示は、[オプション]→[プロジェクト設定]→[場所の設定]で変更することができます。 

 
この測量点は消去することはできません。 
 
 [ウィンドウに合わせる]コマンドが使用された場合、この測量点は考慮されません。 
 
ドロップダウンメニューでは、いくつかの設定が追加されています。 
 

 
 
  
測量点座標を表示 
これをオンにすると測量点の座標が表示され、測量点の入力された X/Y/Z 座標およびプロジェクトの
北の値が表示されます。 
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プロジェクトの北を設定 
このコマンドを用いるとプロジェクトの北を平面図ビューまたは 3D ビューにおいて図上で設定するこ
とができます。 

 
 
測量点にズーム 
これをオンにすると、Archicad は測量点をウィンドウ内に拡大表示し、ウィンドウに合わせます。プ
ロジェクト原点(0,0,0)から遠く離れた測量点を見つけ出す場合に便利です。 
 
場所の設定 
[オプション]→[プロジェクト設定]→[場所の設定]からアクセスするよりも速く[場所の設定]にアクセ
スできます。 
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2.  モデル設定（ローカル座標） 
 
Archicad モデルは、プロジェクト原点(0,0,0)上か、原点付近に設定するようにします。ここではロー
カル座標でモデルを設定する方法を、実例を通じて示します。この例では通り芯交差点 A/1 がプロジ
ェクト座標として設計チームメンバー全員で認識されている点になっています。通り芯交差点 A/1 の
座標は  
X: 37,152 
Y: 74,090 
 

 
この Archicad モデルは平面図ビューに対して直交する形で作図されています。モデルの初期設定をお
こなった後、Archicad と他の設計チームメンバーが採用している別のソフトウェアの間で簡単な座標
変換をテストすることを推奨します。 
 
ローカル座標を用いたモデルのやり取りの際には、Revit の場合でも測量点は必要ありません。ただし、
設計チームのメンバー間でプロジェクト原点(0,0,0)とモデルの位置の関係について理解していること、
またこれを BIM実施計画（BEP）に記録しておくことが重要です。 
 
流通しているほとんどのソフトウェアパッケージではワールド座標に配置されたモデルを取り扱うこ
とができないため、正確なモデルのやり取りを保証するにはローカル座標で作業することを推奨しま
す。ワールド座標でモデルをエクスポートすることが要求される場合は、次の章を参照して下さい。  
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3.  測量点を配置する 
 
この項では、他の BIM アプリケーションと自分のモデルを連携させるために、Archicad モデルに関連
した形で測量点を配置する方法を学びます。ここでは「ローカル座標」の項と同じ例を用いて、測量
士によって決定され、全ての設計チームメンバーが認識している真北からの角度を元に、正確に測量
点を配置します。 
 
以下に示すのは、測量士によって定義された座標、および真北からの角度の値の例です： 
 
参照点 通り芯 東距 (X軸) 北距 (Y軸) 真北からの角度 
プロジェクト原点 N/A 402,950,000 295,800,000 -3.0000º 
通り芯 A/1 402,983,224 295,875,933 -3.0000º 

 
 
これらの測量点の値は、図上で指定する方法と数値入力による方法の 2つの方法によって定義すること
ができます。 
 
図上で指定する方法 
測量点がオンに切り替えられ、プロジェクト原点(0,0,0)に配置されていることを確認し、測量点上で
左クリックして、設計チームメンバー全員が認識している X/Y/Z 座標とプロジェクト北の値を入力し
ます。上記の表を例に、以下の通りに値を入力します： 
 
真北からの角度: 87.0000º 
東距 (X軸): 402950000-  
北距 (Y軸): 295800000- 
 
上記の値をトラッカーに入力する際は、Tabキーを押すことで、真北からの角度、東距、北距、高度の
順に値を切り替えることができます。 
 
この例では真北からの角度がマイナスの角度であるため、90.0000°から差し引かれた値になっていま
す。プラスの角度である場合は、真北からの角度は 90.0000°を足した値になります。このような形に
なる理由は、Archicad の 0.0000°が X 軸に沿って水平方向に設定されているためです。プロジェクト
北に角度が入力されると、この角度は 0.0000°から反時計回りに計算されます。ほとんどの BIM アプ
リケーションでは、北は常に上方真っ直ぐの方向を指すため、Archicad のデフォルトでは同様に、プ
ロジェクト北の値は 90.0000°に設定されています。 
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東距（X 軸）および北距（Y 軸）の値は、値の後に必ずマイナス記号（-）を入力する必要があります。
真北からの角度が入力された際には、入力された角度の値に対して東距（X 軸）および北距（Y 軸）の
座標が計算されます。 
 
これらの値が定義された後、[測量点座標を表示]をオンにすることで測量点を確認できます： 

 
数字による方法 
[場所の設定]ダイアログボックスに移動し（[オプション]→[プロジェクト設定]→[場所の設定]）、[位
置]タブ内に東距（X 軸）座標の値をマイナス記号（-）の後に入力します（例：-402950000）。次に、
北距（Y軸）および高度（海抜）の値を、これもマイナス記号（-）の後に入力します。 
 
真北からの角度を入力するには、[プロジェクトの北]のサブ設定において、設定する真北からの角度を、
マイナス角の場合は 90.0000ºから差し引く形で、あるいはプラス角の場合は 90.0000ºに加える形で入
力します。 
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 [場所の設定]ダイアログボックスでこれらの値を入力すると、測量点に自動的にマッピングされます。 
 

4. 座標を確認する 
 
測量点が正しく配置されたかどうかは、測量座標オブジェクトを配置することで確認できます。測量
座標オブジェクトは標準の Archicadライブラリの中の[1. 基本ライブラリ]→[1.7 2D要素]→[グラフィ
ックシンボル]にあります。 
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測量座標オブジェクトは、測量点の位置を元に X/Y/Z値を自動的に表示します。 
 
測量点が新しい位置に再定義された場合、測量座標オブジェクトも自動的に更新されます。 
 
以下のスクリーンショットは、前項で入力した測量点の値に対して、プロジェクト原点（0,0,0）に配
置された測量座標オブジェクトを示しています。  

 
 

以下のスクリーンショットは、前項で入力した測量点の値に対して、通り芯の交点 A/1（X: 37,152 Y: 
74,090）上に配置された測量座標オブジェクトを示しています。 
 
 

 
 
 

5.  座標の一覧表 
 
測量座標オブジェクトの座標値は、必要に応じて要素一覧表にリスト表示することが可能です。最初
に要素一覧表を作成し、[基準]部分で以下のように基準を設定します 
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 [フィールド]の部分で[フィールドを追加]をクリックし、パラメータセットの[一般]で[測量座標 X]、
[測量座標 Y]、[測量座標 Z]を追加します： 
 

 
 
以下のスクリーンショットは、上記の基準を元に作成された要素の一覧表を示しています： 
 

 
 
表示される値の単位については、[オプション]→[プロジェクト設定]→[計算単位]ダイアログボックス
で管理することが可能です。 
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6.  IFC エクスポート設定 
 
測量点が配置された後は、プロジェクト原点の近くに配置され、ワールド座標に対して直交して作図
され、正確な向き（真北からの角度）が設定されている Archicad モデルを IFC ファイルに正確にエク
スポートすることが可能になります。 
 
 [ファイル]→[相互運用性]→[IFC] →[IFC 変換設定]と進み、[形状変換]へと移動します。 [IFC モデル
位置を定義する基準]オプションは以下に示すように、[プロジェクト原点のみ]に設定するようにしま
す。 
 

 
 
 
IFCエクスポートを確認する ‒ Solibriの場合 
IFC エクスポートにおいて座標が正しく読み込まれているかは、Archicad から Solibri へとエクスポー
トされた IFC をインポートすることで確認することが可能です。以下に示す方法で[マークアップ]パレ
ットを開くか、キーボードの[8]キーを押して[マークアップ]パレットを開きます。 
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 [マークアップ]パレット内で、以下の画像において赤枠のアイコン（座標スタンプ）をクリックし、
希望する点上で左クリックして、クリックした点の X、Y、Z座標を表示します。 

 
 
 
 
 
以下のスクリーンショットは、これまでの手順で設定してきたモデル例の通り芯交点 A/1 上に配置さ
れた座標スタンプ※です。X/Y 座標は正確であることが確認できます。また直交方向で作成されたモデ
ルが、入力されたプロジェクト北の値に位置を合わせた形で実際にエクスポートされている点にも注
目して下さい。 
※座標スタンプ：Forwardツールをインストール後にデザイン＞デザイン補助＞2D 機能にある座標取得機能です。 

 
 
 
IFCエクスポートを確認する ‒ Revitの場合 
Revitには、座標の設定に役立つ 3つのツール、[測量点]、[プロジェクト基準点]、および[内部原点]が
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あります。以下は、これらのツールが Archicad のツールとどのような相関関係にあるかを示したもの
です。 
 
Revit 測量点 = Archicad 測量点 
プロジェクト基準点= Archicadプロジェクト原点* 
内部原点 (0,0,0) = Archicadプロジェクト原点 (0,0,0) 
 
*Revit におけるプロジェクト基準点は、プロジェクト原点に単独で移動することが可能です。Revit と
Archicad 間における IFCのやり取りの際は、Revit のプロジェクト基準点をプロジェクト原点から単独
で移動しないことを強く推奨します。 
 
以下のスクリーンショットは、Revit 内にインポートされ、測量点が Revit の測量点としてマッピング
された Archicad の IFC ファイルを示しています。測量点と連動するプロジェクト基準点を選択すると、
X/Y 値および真北からの角度の値がこれまでに設定してきた Archicad モデルでの値と全く同じものに
なっていることを確認できます。  
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7.  DWG エクスポート設定 
 
モデル（またはその 2D ビュー）についても、DWG ファイルとして正確にエクスポートすることが可
能です。[ファイル]→[相互運用性]→[DXF-DWG]→[DXF-DWG変換設定]を開きます。 
 
 [設定]のサブ設定にある[保存オプション]において、以下に示すように [ファイルの原点]オプションが 
[測量点と一致]に設定されているか確認します： 
 

 
 
以下のスクリーンショットは、Archicad からエクスポートされ、AutoCAD にインポートされた DWG
ファイルを示しています。座標 ID タグは通り芯交点 A/1 に配置されています。この画像が示す通り、
X/Y座標は正確で、モデル空間がプロジェクト北の値に対して正確な向きに配置されています。 
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8.  BCFエクスポート 
 
標準ツールバーで、以下の図で赤枠の[案件マネージャ]および[案件オーガナイザ]アイコンをクリック
します： 
 

 
 
最初に、[案件マネージャ]ダイアログボックスで、以下の図で赤く囲った [新規案件を作成]ボタンをク
リックします： 

 
 

この案件に名前を付け、[OK]をクリックします。また、上図の青枠の[新規ビューを追加]ボタンをク
リックすることで問題のあるエリアのビューを作成することも可能です。[要素]サブ設定において特定
の要素を割り当て、その問題についてさらに詳しく説明するコメントを追加することも可能です。 
 
案件が作成された後、[案件オーガナイザ]のダイアログボックスでこの案件を選択し、歯車のアイコン
をクリックして[エクスポート]を選択します。ファイル形式オプションでは BCF ファイルを選択しま
す。 
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以下のスクリーンショットは、Solibriにインポートされた BCFファイルを示しています。 
 

 
 

BCFエクスポートは、常に測量点の配置によって影響を受けます。 
 
 
 

9. IFC インポート設定 
 
IFCファイルをインポートする前に、[ファイル]＞[相互運用性]＞[IFC]＞[IFC変換設定]と進み、 [イン
ポート変換設定]内にある[形状変換]で、以下に示すように[ARCHICAD のプロジェクト原点を次と一
致]オプションが [IFCサイトの位置]に設定されているか確認します。 
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[IFC サイトの位置（推奨）]設定では、IFC モデルを元のモデルの位置にインポートします。IFC が
Revit からエクスポートされたものである場合は、Revit のプロジェクト基準点基準点に入力されてい
るデータを元に測量点が作成されます。 
 
以下のスクリーンショットは、承諾されたモデル位置である通り芯交点 A/1 に IFC がインポートされ
た Revitからの IFCを、Archicadで開いたものを示しています：  
 
X: 37,152 
Y: 74,090 
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インポートされた IFCで[測量点にズーム]機能を用いると、この測量点の位置を確認できます。 

 
IFC を Archicad モデル内にインポートするには、[ファイル]→[外部参照]→[ホットリンクを配置]と進
んで、[ホットリンク]コマンドを使用します。IFC ホットリンクを配置する前に、設定が以下のように
設定されているか確認します。 

 
 

[ホットリンクを配置]をクリックします。プロジェクトに参加しているすべての分野が BIM 実行計画
のモデル位置を遵守している場合、このモデルは完璧に配置されるはずです。以下のスクリーンショ
ットは、Archicad モデルの座標と正確に調整された Revitの構造 IFCを示しています。 
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10. 測量図面を用いて作業する 
 
[ファイル]→[外部参照]→[外部図面を配置]コマンドを用いて測量図面を配置します。表示される[図面
単位]ダイアログボックスで、単位が[１メートル]に設定されているか確認します。 
 

 
 
以下のスクリーンショットは、Archicad に配置された測量図面を示しています。この測量図面には、
赤で囲った A点と B点の 2 つの測点があります。 
 

 
 

測量者によると、測点 Aと測点 Bの X/Y座標の値は以下の通りになっています。 
測点 A: 
X: 250978.895 メートル 
Y: 386238.688 メートル 
測点 B: 
X: 250986.919 メートル 
Y: 386272.885 メートル 
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この例では、測点 A を承諾された出発点として使用します。インポートされた図面を選択し、移動コ
マンドを使用して図面を移動し、測点 Aの中心をプロジェクト原点（0,0,0）に移動します。 
 
以下のスクリーンショットは、Archicad の原点（0,0,0）上に配置された測点 Aを示しています。 
 

 
 
図上で指定する方法もしくは数字入力によって、測量点内に測点 A の X/Y 値を入力します。正確に図
面を配置するため、測量図の[作業単位]を[メートル]に設定することを推奨します。作業単位を変更す
るには、[オプション]→[プロジェクト設定]→[作業単位]と進みます。この例では、[場所の設定]ダイ
アログボックスで東距値に-250978.895、北距値に-386238.688と数値入力することで X/Y座標を入力
しています： 
 

 
 
X/Y座標値は、東距/北距/高度の欄に直接コピー/ペーストすることも可能です。 
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11. よくある質問 
 
Archicad ファイルに測量点が設定されていません。この場合、Revit のプロジェクト基準点に従って
自動的に測量点が作成されますか？もしくは IFCをワールド座標に沿って手動で配置できますか？ 
 
IFC はモデルが作成された元の位置（原点近く）にインポートされ、測量点はプロジェクト基準点に入
力されたデータを元に作成されます。 
 
IFCがどのようにインポートされるかは、[IFC変換設定]→[形状変換]設定において管理できます。 
 
IFCサイトの位置（推奨）  
この設定は、IFCモデルを先述した通りにインポートします。 
 
IFCグローバル原点  
この設定は、IFC モデルをその物理的なワールド座標位置、真北からの角度、および海抜に従ってイン
ポートします。（測量点は Archicad の原点（０,0,0）に配置されます） 
 
以下のスクリーンショットは、IFCグローバル原点オプションを用いてインポートされた IFCを示して
います。 
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座標パレット（[ウィンドウ]→[パレット]→[座標ボックス]）を追加し、通り芯交点 A/1 にカーソルを
移動すると、ワールド座標が表示されます： 
 

 
 
モデルの同期は、Archicad モデルが原点から遠くに作成されてしまうのを避けるため、ローカル座標
によって行うことを推奨します。 
 
Archicad ファイルに測量点が設定されていますが、これはプロジェクト基準点とは別の位置にあるの
でしょうか？Archicadでは 2つの測量点が存在することになるでしょうか？ 
 
ファイルには測量点は 1つのみ保存されます。例えば、Archicad で測量点を X: 10,000 Y: 10,000に設
定したものの、Revit ユーザーがプロジェクト基点を X: 20,000 Y: 20,000 に設定し、Revit IFC を
Archicad 内にホットリンクした場合、測量点は手動でモデリングされた場所に配置されます。（この測
量点は Revitの PBP値を反映するまで更新されません） 
 
Archicad から IFC モデルをエクスポートする場合は、Revit の測量点の値ではなく、例えば X: 10,000 
Y: 10,000といったように、Archicadで設定した測量点が使用されます。 
 
プロジェクト基準点と全く同じ位置に設定された測量点が Archicad ファイル内にあります。このよう
な場合には何が起こりますか？  
 
これまでの場合と同様に、測量点は（Archicad 内ですでに作成された）１つのみが機能するものとし
て保持されます。  
 
以前のバージョンの Archicad（Archicad 24）では、同じ場所にある複数の測量点オブジェクトが作成
される場合がある点に注意して下さい。  
 
 
測量点をロックしたい場合の操作方法は？ 
「測量点をロック/ロック解除」を使います。 
デフォルトの設定では、このメニューが表示されないため、オプション＞作業環境＞ツールバーで
「測量点をロック/ロック解除」をメニューに追加します。 
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付録 
 
手助けとなるヘルプセンター記事へのリンク 
[1] ネイティブの測量点 
https://helpcenter.graphisoft.com/jp/knowledgebase/134047/ 
 

キーワード 
測量点、プロジェクトの場所、ワールド座標、東距、北距、IFC、DWG、BCF、Archicad 25 
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